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疲
れ
切
っ
て
会
社
の
駐
車
場
を
と
ぼ
と
ぼ
と
歩
い
て
い
た
。
満
月
の
光
で
自
分
の
影
が
前
の
地
面
に
落
ち
て
い
た
。
立
ち
止
ま
っ
て
空

を
見
上
げ
た
。
月
が
手
を
伸
ば
せ
ば
触
れ
る
く
ら
い
近
く
に
見
え
た
。
し
か
し
、
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
遠
く
に
あ
る
よ
う
に
も
思
え
た
。

四
〇
万
キ
ロ
も
離
れ
て
い
る
の
だ
。

ガ
リ
レ
オ
は
月
の
暗
い
部
分
を
月
の
海
と
名
付
け
た
。
彼
は
そ
こ
は
海
だ
と
思
っ
た
の
だ
。
エ
ジ
プ
ト
人
は
月
の
満
ち
欠
け
を
記
録
し
、

ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
を
作
っ
た
ド
ル
イ
ド
の
人
々
は
、
月
の
出
と
月
の
入
り
の
時
刻
を
計
算
し
て
い
た
。
昔
か
ら
人
々
は
月
の
神
秘
的
な
表

面
を
見
つ
め
て
、
そ
こ
に
何
が
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
き
た
。
そ
し
て
今
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
小
さ
な
飛
行
機
工
場
で
働
く

一
介
の
技
術
者
の
私
が
、
そ
の
疑
問
に
答
え
を
も
た
ら
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？　

そ
ん
な
事
は
有
り
得
な
い
よ
う
に
思
え
た
。

し
か
し
、
翌
朝
に
は
工
場
へ
も
ど
り
、
宇
宙
空
間
で
初
め
て
試
験
飛
行
を
行
う
月
着
陸
船
の
製
作
を
指
揮
し
て
い
た
。
こ
の
試
験
飛
行

は
人
が
月
へ
行
く
上
で
、
重
要
な
一
歩
と
な
る
も
の
な
の
だ
。
期
限
ま
で
に
機
体
を
完
成
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
事
に
強
い
圧
力
を
感
じ
て

い
た
。
し
か
し
、
製
造
中
の
ト
ラ
ブ
ル
を
一
つ
解
決
し
て
少
し
ほ
っ
と
し
て
も
、
そ
ん
な
時
に
ま
た
必
ず
、
機
体
の
電
気
配
線
が
切
れ
て

い
る
の
が
見
つ
か
っ
た
り
し
て
、
昼
夜
兼
行
の
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
に
、
配
線
の
修
理
と
再
試
験
の
た
め
の
二
時
間
の
作
業
を
つ
め

こ
む
事
が
必
要
に
な
っ
た
り
す
る
の
だ
っ
た
。
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納
入
ま
で
の
苦
闘



我
々
は
月
着
陸
船
の
初
号
機
の
Ｌ
Ｍ
‐
１
号
機
で
、
装
備
品
の
取
付
、
試
験
、
検
査
を
大
急
ぎ
で
完
了
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の

機
体
に
は
地
球
周
回
軌
道
飛
行
を
無
人
で
行
い
、
そ
の
間
に
主
な
系
統
が
宇
宙
空
間
で
正
常
に
作
動
す
る
事
を
確
認
す
る
た
め
の
装
備
が

搭
載
さ
れ
て
い
た
。
Ｌ
Ｍ
‐
１
号
機
は
、
巨
大
な
三
段
式
ロ
ケ
ッ
ト
の
サ
タ
ー
ン
Ｖ
型
の
前
段
階
の
二
段
式
の
サ
タ
ー
ン
Ⅰ
Ｂ
ロ
ケ
ッ

ト
の
先
端
に
、
月
着
陸
船
だ
け
で
取
付
け
ら
れ
打
上
げ
ら
れ
る
。
サ
タ
ー
ン
Ｖ
型
で
は
ア
ポ
ロ
宇
宙
船
全
体
（
司
令
船
（
Ｃ
Ｍ
）、
支
援
船

（
Ｓ
Ｍ
）、
月
着
陸
船
（
Ｌ
Ｍ
、
レ
ム
と
発
音
す
る
）
で
構
成
）
が
月
に
向
け
て
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。

月
着
陸
船
は
私
の
子
供
の
様
な
存
在
だ
。
私
は
技
術
的
な
検
討
と
提
案
の
リ
ー
ダ
ー
を
二
年
半
に
わ
た
っ
て
務
め
、
そ
の
結
果
、
グ
ラ

マ
ン
社
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
月
着
陸
船
の
設
計
、
開
発
、
製
造
の
契
約
を
勝
ち
取
る
事
が
で
き
た
（
最
初
の
月
面
着
陸
成
功
の
後
、
私
は
「
月
着

陸
船
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）。
月
着
陸
船
の
仕
事
は
一
九
六
〇
年
初
頭
か
ら
始
ま
っ
た
。
私
は
グ
ラ
マ
ン
社
の
基
本
設
計
部

の
宇
宙
グ
ル
ー
プ
に
配
属
さ
れ
、
会
社
の
独
自
作
業
と
し
て
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
研
究
し
て
い
る
有
人
月
探
査
計
画
の
調
査
と
、
そ
こ
で
使
用

さ
れ
る
宇
宙
船
の
構
想
検
討
を
行
っ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
一
九
六
一
年
五
月
に
ア
メ
リ
カ
は
月
に
人
を
送
り
込
む
と
宣
言
し
た
と
き
、

グ
ラ
マ
ン
社
に
は
他
社
よ
り
優
れ
た
提
案
を
作
成
で
き
る
、
知
識
豊
富
な
技
術
検
討
グ
ル
ー
プ
が
出
来
て
い
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
の
経
営
者
達
は
、
ア
ポ
ロ
計
画
は
グ
ラ
マ
ン
社
の
よ
う
な
小
さ
な
会
社
に
は
大
き
す
ぎ
る
と
判
断
し
た
。

経
営
陣
は
司
令
船
と
支
援
船
の
受
注
活
動
で
、
主
契
約
企
業
を
目
指
す
大
企
業
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
（
Ｇ
Ｅ
）
の
下
請
け

と
な
る
事
を
決
定
し
、
我
々
は
Ｇ
Ｅ
社
の
提
案
チ
ー
ム
に
司
令
船
の
搭
乗
員
室
の
担
当
と
し
て
参
加
し
た
。
ジ
ョ
ー
・
ギ
ャ
ビ
ン［
訳
注
１
］

が
グ
ラ
マ
ン
社
の
副
社
長
兼
提
案
活
動
責
任
者
と
し
て
グ
ラ
マ
ン
社
の
チ
ー
ム
全
体
を
率
い
、
私
は
技
術
作
業
の
リ
ー
ダ
ー
を
勤
め
た
。

結
果
と
し
て
、
ア
ポ
ロ
宇
宙
船
の
司
令
船
、
支
援
船
の
契
約
は
ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
ン
社
が
獲
得
し
た
が
、
Ｇ
Ｅ
社
の
提
案
活
動
に
参
加
し

た
こ
と
で
、
グ
ラ
マ
ン
社
は
ア
ポ
ロ
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
多
く
の
知
識
を
得
て
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
、
グ
ラ
マ
ン
社
は
月
へ
の
着
陸
と
探
査
活
動
の
実
行
方
法
の
検
討
で
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
を
支
援
し
、
月
周
回
軌
道
ラ
ン
デ
ブ
ー
方
式
が

優
れ
て
い
る
事
を
理
論
的
に
示
す
事
で
、
ア
ポ
ロ
計
画
に
復
帰
す
る
事
が
出
来
た
。
我
々
の
グ
ル
ー
プ
は
、
月
周
回
軌
道
ラ
ン
デ
ブ
ー
方

式
で
必
要
と
な
る
、
月
着
陸
船
の
様
々
な
飛
行
方
式
や
設
計
案
を
考
え
出
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
ア
ポ
ロ
計
画
で
月
周
回
軌
道
ラ
ン
デ
ブ
ー

方
式
の
採
用
を
決
め
た
時
に
は
、
グ
ラ
マ
ン
社
は
そ
れ
に
対
応
す
る
準
備
が
で
き
て
い
た
。
私
は
一
九
六
二
年
秋
の
、
月
着
陸
船
の
提
案
、

受
注
活
動
で
技
術
面
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
七
社
に
よ
る
競
争
に
勝
っ
て
月
着
陸
船
開
発
の
受
注
に
成
功
し
た
。

契
約
が
結
ば
れ
た
後
、
私
は
主
任
設
計
者
と
し
て
、
次
に
設
計
部
長
と
し
て
、
グ
ラ
マ
ン
社
に
お
け
る
月
着
陸
船
の
技
術
的
責
任
者
と

な
っ
た
。
私
は
月
着
陸
船
の
技
術
チ
ー
ム
を
率
い
た
。
チ
ー
ム
は
当
初
の
数
十
人
か
ら
、
基
本
設
計
、
細
部
設
計
、
最
終
的
に
製
造
、
組

立
、
試
験
へ
と
進
む
に
つ
れ
、
最
盛
期
に
は
約
三
千
人
に
も
な
っ
た
。
一
九
六
七
年
二
月
に
、
作
業
の
重
点
が
設
計
か
ら
組
立
と
試
験
に

移
る
と
、
私
は
月
着
陸
船
の
組
立
、
試
験
作
業
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

月
着
陸
船
が
設
計
図
面
上
の
存
在
か
ら
、
実
機
の
組
立
、
試
験
段
階
に
な
る
と
、
作
業
者
は
献
身
的
に
働
い
て
い
た
が
人
員
不
足
に
な

り
、
技
術
者
を
必
要
な
訓
練
と
指
導
を
行
っ
た
上
で
投
入
し
て
補
強
し
た
。
新
し
い
重
要
な
技
術
の
開
発
を
行
い
な
が
ら
の
作
業
な
の
で
、

製
造
作
業
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。
地
上
支
援
機
材
、
試
験
用
装
置
も
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
全
て
の
作
業
に
つ
い
て
、

そ
の
管
理
の
た
め
に
作
業
要
領
を
詳
細
に
文
書
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
も
重
荷
に
な
っ
た
。

問
題
を
速
や
か
に
解
決
し
、
打
上
基
地
の
ケ
ネ
デ
ィ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
月
着
陸
船
一
号
機
を
納
入
す
る
準
備
作
業
を
完
了
さ
せ
る
責
任

を
強
く
感
じ
て
い
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
設
定
し
た
ア
ポ
ロ
計
画
の
目
標
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
終
わ
り
ま
で
に
人
間
を
月
に
着
陸
さ

せ
る
事
だ
が
、
そ
の
期
限
に
は
も
う
三
年
を
切
っ
て
い
た
。
約
束
し
た
日
程
計
画
に
は
ま
だ
遅
れ
て
い
た
が
、
一
号
機
の
納
入
に
必
要
な

装
備
の
取
付
と
試
験
作
業
は
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
た
。
一
号
機
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
納
入
前
完
成
審
査
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
に
あ
る
、
グ
ラ
マ
ン
社
の
主
力
工
場
で
あ
る
ベ
ス
ペ
ー
ジ
工
場
で
、
一
九
六
七
年
六
月
二
一
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
。

納
入
前
完
成
審
査
は
公
式
な
審
査
で
、
一
週
間
続
き
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
技
術
者
と
そ
の
対
応
を
す
る
グ
ラ
マ
ン
社
の
技
術
者
が
そ
れ
ぞ
れ

二
百
名
以
上
参
加
す
る
。
審
査
の
目
的
は
、
一
号
機
が
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
グ
ラ
マ
ン
社
の
要
求
事
項
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
事
で
、

そ
の
た
め
に
組
立
や
試
験
工
程
と
購
入
品
製
造
業
者
に
お
け
る
製
造
記
録
や
試
験
成
績
記
録
が
審
査
さ
れ
る
。
完
成
し
た
一
号
機
の
実
機

も
審
査
チ
ー
ム
に
よ
り
審
査
さ
れ
る
。

審
査
チ
ー
ム
は
技
術
的
専
門
分
野
と
系
統
別
の
分
科
会
に
分
か
れ
る
。
分
科
会
で
は
用
意
さ
れ
た
文
書
を
点
検
し
、
審
査
委
員
は
要

2
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求
事
項
を
満
足
し
て
い
な
い
と
思
う
事
項
に
つ
い
て
は
、
指
摘
事
項
連
絡
票
を
提
出
す
る
。
こ
の
指
摘
事
項
は
審
査
の
共
同
議
長
（
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ａ
と
グ
ラ
マ
ン
社
が
担
当
）
が
そ
の
日
の
夜
に
目
を
通
し
、
処
置
の
区
分
を
決
め
る（
注
１
）。「
処
置
未
定
」
に
区
分
さ
れ
た
も
の
だ
け
が
、

審
査
最
終
日
の
納
入
前
完
成
審
査
会
で
処
置
を
決
定
す
る
た
め
に
審
議
さ
れ
る
。

納
入
前
完
成
審
査
は
、
整
然
と
行
う
予
定
だ
っ
た
が
、
か
な
り
混
乱
し
た
状
況
に
な
っ
た
。
四
〇
の
分
科
会
の
四
百
人
を
越
え
る
メ
ン

バ
ー
に
、
十
分
な
作
業
場
所
と
会
議
室
を
用
意
す
る
の
は
大
変
だ
っ
た
し
、
審
査
用
の
数
千
も
の
書
類
を
集
め
、
コ
ピ
ー
を
し
、
順
番
に

そ
ろ
え
る
こ
と
に
も
苦
労
し
た
。
審
査
の
中
央
事
務
局
は
二
五
番
工
場
の
一
階
の
、
月
着
陸
船
技
術
部
の
三
つ
の
大
き
な
会
議
室
に
置
か

れ
た
。
審
査
委
員
の
多
く
は
、
組
立
・
試
験
用
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
で
、
納
入
の
た
め
の
最
終
準
備
作
業
を
す
ま
せ
た
一
号
機
の
実
機
の
審

査
も
行
う
。
私
は
納
入
前
完
成
審
査
の
前
に
、
納
入
に
必
要
な
一
号
機
の
作
業
が
全
て
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
。

最
終
日
の
審
査
会
の
準
備
は
、
グ
ラ
マ
ン
社
の
上
級
副
社
長
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
テ
ィ
タ
ー
ト
ン
が
指
揮
し
た
。
い
か
な
る
事
態
に
も
対
応

す
る
と
決
心
し
て
、
背
が
低
く
口
う
る
さ
い
副
社
長
は
、
グ
ラ
マ
ン
社
の
株
主
総
会
の
時
と
同
じ
様
な
準
備
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
審
査

会
の
前
日
に
、
会
社
の
飛
行
機
は
四
号
格
納
庫
か
ら
、
前
の
駐
機
場
に
引
き
出
さ
れ
、
格
納
庫
の
広
大
な
ス
ペ
ー
ス
の
片
側
に
は
一
段
高

く
木
製
の
舞
台
が
設
置
さ
れ
た
。
格
納
庫
の
天
井
は
楕
円
の
ア
ー
チ
型
で
、
片
側
の
面
に
は
天
井
ま
で
の
ス
ラ
イ
ド
式
の
ド
ア
が
あ
り
、

全
開
す
れ
ば
一
度
に
多
く
の
人
が
出
入
り
で
き
る
。
舞
台
に
向
け
て
数
百
の
折
り
た
た
み
椅
子
が
並
べ
ら
れ
、
広
い
格
納
庫
内
で
も
声
が

聞
こ
え
る
よ
う
に
、
放
送
設
備
と
、
上
下
位
置
が
調
節
で
き
る
巨
大
な
ス
ピ
ー
カ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。
椅
子
の
列
の
後
方
に
は
、
カ
ウ
ン

タ
ー
や
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
が
配
置
さ
れ
た
飲
食
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
。
大
型
の
ス
ク
リ
ー
ン
が
ス
テ
ー
ジ
の
対
角
線
上
に
二
台
設
置

さ
れ
、
審
査
委
員
と
参
加
者
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
審
査
委
員
長
と
発
表
者
用
に
、
演
壇
と
マ
イ
ク
が
準
備
さ
れ
た
。

納
入
前
完
成
審
査
の
審
査
委
員
長
は
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
あ
る
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
有
人
宇
宙
船
セ
ン
タ
ー
所
長
の
ボ
ブ
・
ギ
ル
ル
ー
ス
だ
っ
た
。

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
審
査
委
員
に
は
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
ア
ポ
ロ
宇
宙
船
計
画
室
長
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ロ
ウ
、
本
部
の
ア
ポ
ロ
計
画
室
長
の
サ
ミ
ュ

エ
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
将
軍
、
ハ
ン
ツ
ビ
ル
の
マ
ー
シ
ャ
ル
宇
宙
飛
行
セ
ン
タ
ー
副
所
長
の
エ
バ
ハ
ー
ド
・
リ
ー
ズ
、
ケ
ネ
デ
ィ
宇
宙
セ

ン
タ
ー
所
長
の
ク
ル
ト
・
デ
ビ
ュ
ス
、
有
人
宇
宙
船
セ
ン
タ
ー
の
飛
行
管
理
部
長
の
ク
リ
ス
・
ク
ラ
フ
ト
が
含
ま
れ
て
い
た
。
グ
ラ
マ
ン

社
側
に
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
テ
ィ
タ
ー
ト
ン
、
宇
宙
事
業
担
当
副
社
長
の
ジ
ョ
ー
・
ギ
ャ
ビ
ン
、
月
着
陸
船
事
業
部
長
の
ラ
ル
フ
・
ト
リ
ッ

プ
、
月
着
陸
船
設
計
部
長
の
ビ
ル
・
ラ
ス
ク
、
社
長
補
佐
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
グ
レ
イ
、
そ
れ
に
私
が
含
ま
れ
て
い
た
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
上
級

幹
部
は
午
前
中
に
ベ
ス
ペ
ー
ジ
工
場
に
飛
行
機
で
乗
り
込
ん
で
き
た
。

混
み
あ
っ
て
は
い
た
が
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
で
陶
磁
器
と
銀
食
器
で
供
さ
れ
る
昼
食
を
食
べ
た
。
一
時
少
し
前
に
、
舞
台
上
の
大
き
な
Ｕ

字
型
の
机
の
席
に
着
席
し
た
。
舞
台
に
上
が
っ
て
み
る
と
、
下
か
ら
の
大
勢
の
人
の
声
に
、
食
器
の
音
も
重
な
っ
て
う
る
さ
か
っ
た
。
机

の
向
こ
う
の
ク
リ
ス
・
ク
ラ
フ
ト
に
三
度
話
か
け
よ
う
と
し
た
が
駄
目
で
、
マ
イ
ク
が
は
い
っ
た
ら
会
場
が
静
か
に
な
っ
て
く
れ
な
い
か

と
思
っ
た
。

ギ
ル
ル
ー
ス
は
開
会
を
宣
言
し
た
。
普
段
は
穏
や
か
に
話
す
の
だ
が
、
ざ
わ
め
き
が
鎮
ま
る
ま
で
は
マ
イ
ク
に
向
か
っ
て
叫
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
は
耳
触
り
な
発
振
音
が
出
て
い
た
。
参
加
者
が
椅
子
に
座
る
と
、
話
し
声
は
小
さ
く
な
っ
た
が
、

食
器
の
触
れ
あ
う
音
は
も
っ
と
大
き
く
、
耳
触
り
に
感
じ
ら
れ
た
。
テ
ィ
タ
ー
ト
ン
は
若
い
技
術
者
に
飲
食
コ
ー
ナ
ー
を
静
か
に
さ
せ
る

よ
う
に
、
身
振
り
で
合
図
し
た
。

長
い
会
議
が
始
ま
っ
た
。
審
査
委
員
会
に
上
程
さ
れ
る
「
処
置
未
定
」
事
項
の
リ
ス
ト
は
約
四
〇
項
目
に
絞
り
込
ま
れ
て
い
た
。
各
指

摘
事
項
は
指
摘
を
し
た
審
査
員
が
発
表
し
、
審
査
員
の
上
級
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
た
。
審
査
委
員
会
は
審
議
を
行
い
、

ギ
ル
ル
ー
ス
委
員
長
は
各
委
員
の
判
断
を
尋
ね
た
。
ギ
ル
ル
ー
ス
委
員
長
が
最
終
決
定
を
す
る
が
、
そ
の
前
に
グ
ラ
マ
ン
側
の
委
員
長
の

ギ
ャ
ビ
ン
副
社
長
の
同
意
を
得
る
よ
う
に
し
て
い
た
。

こ
の
手
順
は
順
当
だ
が
面
倒
で
、
周
囲
の
騒
音
と
、
格
納
庫
の
音
響
効
果
の
悪
さ
に
悩
ま
さ
れ
た
。
マ
イ
ク
に
向
か
っ
て
叫
ん
で
も
、

着
席
し
た
委
員
同
士
で
さ
え
話
が
ほ
と
ん
ど
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
。
ス
ピ
ー
カ
ー
が
一
台
追
加
さ
れ
た
。
他
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
よ
う
に
聴

衆
の
方
で
は
な
く
、
舞
台
に
向
け
て
設
置
さ
れ
た
が
、
問
題
は
解
決
し
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
問
題
が
あ
っ
て
も
、
審
査
委
員
会
は
進
め
ら
れ
て
行
っ
た
。
私
は
テ
ィ
タ
ー
ト
ン
副
社
長
が
だ
ん
だ
ん
苛
立
っ
て
く
る
の

と
、
ど
こ
か
の
時
点
で
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
審
査
委
員
が
立
ち
あ
が
っ
て
出
て
行
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
言
う
不
安
に
さ
い
な
ま
れ
て
い

4
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た
。
審
査
委
員
の
ギ
ル
ル
ー
ス
、
ロ
ウ
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
忍
耐
強
く
質
問
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
た
。
と
う
と
う
ギ
ル
ル
ー
ス
委
員

長
は
が
ま
ん
で
き
な
く
な
っ
た
。
彼
は
マ
イ
ク
に
向
か
っ
て
皮
肉
を
こ
め
て
叫
ん
だ
。「
お
願
い
し
ま
す
。
参
加
し
て
い
る
皆
さ
ん
は
審

査
委
員
が
発
表
を
聞
き
と
り
、
話
し
合
え
る
よ
う
、
お
席
に
つ
い
て
お
静
か
に
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
？
」

ギ
ル
ル
ー
ス
委
員
長
の
忍
耐
力
、
判
断
力
、
良
識
は
審
査
の
結
論
に
も
影
響
し
た
。
指
摘
事
項
の
処
置
未
定
項
目
の
検
討
で
は
、
指
摘

事
項
を
提
出
し
た
側
（
告
発
側
）
の
意
見
と
、
指
摘
を
受
け
た
側
（
被
告
側
）
の
、
そ
れ
は
説
明
が
つ
く
と
か
、
実
際
に
は
問
題
で
は
な

い
と
か
の
見
解
を
注
意
深
く
聞
き
比
べ
て
検
討
し
た
。
彼
は
内
容
が
無
い
「
指
摘
の
た
め
の
指
摘
」
を
す
ぐ
に
見
分
け
て
、
そ
れ
を
承
認

し
な
か
っ
た
。

「
そ
れ
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
密
閉
さ
れ
た
姿
勢
制
御
装
置
に
穴
を
開
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
ね
？
」
と
、
彼
は
眼
鏡
越
し
に
指
摘

事
項
の
発
表
者
に
不
思
議
そ
う
に
質
問
し
た
。

指
摘
し
た
委
員
は
う
な
ず
い
て
「
そ
う
で
す
。」
と
答
え
た
。

「
姿
勢
制
御
装
置
は
、
所
定
の
位
置
に
す
で
に
溶
接
で
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
ね
？
」

「
そ
の
と
お
り
で
す
。」

「
そ
れ
な
ら
、
治
療
し
よ
う
と
し
て
病
気
を
も
っ
と
悪
く
す
る
様
な
も
の
で
す
ね
。
も
し
病
気
が
あ
る
と
し
て
で
す
が
。
次
の
指
摘
事
項

に
行
き
ま
し
ょ
う
。」

提
出
さ
れ
た
指
摘
事
項
が
本
当
に
問
題
な
場
合
は
、
審
査
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
全
員
で
、
月
着
陸
船
の
シ
ス
テ
ム
や
開
発
日
程
を
大
き

く
変
更
し
な
い
で
す
む
、
現
実
的
な
解
決
策
を
探
す
よ
う
努
力
し
た
。
指
摘
が
有
っ
て
も
、
機
器
に
よ
っ
て
は
納
入
す
る
前
に
簡
単
に
取

り
外
し
て
、
再
試
験
や
交
換
を
す
る
事
で
、
指
摘
に
対
応
出
来
る
。
納
入
後
の
再
試
験
ま
た
は
交
換
で
対
応
す
る
機
器
も
あ
っ
た
。
場
合

に
よ
っ
て
は
問
題
の
機
器
を
省
い
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
壊
れ
た
た
め
三
回
交
換
し
た
セ
ン
サ
ー
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ

は
飛
行
に
不
可
欠
な
セ
ン
サ
ー
で
は
な
か
っ
た
。「
こ
の
上
昇
用
エ
ン
ジ
ン
の
酸
化
剤
入
口
圧
力
の
セ
ン
サ
ー
は
、
燃
焼
不
安
定
が
生
じ

た
場
合
、
地
上
試
験
と
の
比
較
用
に
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
実
運
用
で
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
審
査
委
員
会
で
私

は
説
明
し
た
。

「
大
変
有
益
な
測
定
項
目
だ
が
、
必
要
不
可
欠
と
は
言
え
な
い
ね
。
う
ま
く
作
動
し
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
が
、
三
回
も
交
換
し
た
な
ら
、

そ
れ
で
十
分
で
し
ょ
う
。」
と
ギ
ル
ル
ー
ス
委
員
長
は
判
断
を
下
し
た（
注
２
）。
審
査
委
員
会
が
、
月
面
探
査
任
務
の
成
功
に
支
障
を
来
す

よ
う
な
決
定
を
、
あ
え
て
行
う
事
は
な
か
っ
た
。

審
査
委
員
会
は
忍
耐
力
と
対
応
力
で
会
議
を
進
め
て
い
た
が
、
そ
の
時
低
い
大
き
な
騒
音
が
格
納
庫
に
響
き
渡
っ
た
。
テ
ィ
タ
ー
ト
ン

副
社
長
は
飛
び
あ
が
っ
た
。
怒
っ
て
い
た
し
、
困
惑
し
て
い
た
。
飛
行
部
門
が
新
造
の
ガ
ル
フ
ス
ト
リ
ー
ム
Ⅱ
型
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
機

の
エ
ン
ジ
ン
試
験
を
、
い
つ
も
の
様
に
格
納
庫
の
前
で
始
め
た
の
だ
。

手
ぶ
り
と
マ
イ
ク
に
向
か
っ
て
叫
ん
で
、
ギ
ル
ル
ー
ス
委
員
長
は
会
議
の
中
断
を
宣
言
し
た
。
テ
ィ
タ
ー
ト
ン
副
社
長
は
ま
ず
、
格
納

庫
の
天
井
ま
で
の
ド
ア
を
閉
め
る
よ
う
指
示
し
た
。
音
は
ほ
と
ん
ど
抑
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
室
内
の
温
度
は
跳
ね
上
が
っ
た
。
ロ
ウ
と

ギ
ル
ル
ー
ス
が
テ
ィ
タ
ー
ト
ン
の
方
を
向
い
て
、
閉
会
に
し
よ
う
と
言
い
た
い
よ
う
だ
っ
た
が
、
副
社
長
は
急
い
で
外
に
出
て
、
ガ
ル
フ

ス
ト
リ
ー
ム
機
の
機
長
に
試
験
を
や
め
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
委
員
が
配
布
資
料
を
ぱ
ら
ぱ
ら
と
め
く
っ
た
り
、
時
計
を
何

度
も
見
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
数
分
後
に
は
委
員
た
ち
は
帰
っ
て
し
ま
い
、
納
入
前
完
成
審
査
事
務
局
は
、
忙
し
い
日

程
の
中
に
何
と
か
新
た
な
期
日
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
貴
重
な
納
入
ま
で
の
一
週
間
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
事
に
な
り
そ
う
だ
っ
た
。

突
然
、
エ
ン
ジ
ン
の
音
が
止
ま
っ
た
。
静
か
に
な
っ
て
ほ
っ
と
し
た
。
テ
ィ
タ
ー
ト
ン
副
社
長
は
駐
機
場
か
ら
急
ぎ
足
で
戻
っ
て
来
た
。

顔
は
赤
ら
み
、
眼
鏡
は
曇
っ
て
い
た
。
格
納
庫
の
ド
ア
は
再
び
開
放
さ
れ
、
新
し
い
空
気
が
入
っ
て
き
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
会
場
は

教
会
の
中
の
よ
う
に
静
か
に
な
っ
た
。
ギ
ル
ル
ー
ス
委
員
長
は
マ
イ
ク
に
向
か
い
、
も
う
そ
れ
が
癖
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
大
き
な
声
で

「
こ
れ
で
終
わ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。」
と
叫
ん
だ
。
そ
し
て
、
会
場
が
静
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
、
普
通
の
声
に
戻
っ
て
「
テ

ィ
タ
ー
ト
ン
副
社
長
は
こ
ん
な
事
は
も
う
二
度
と
起
こ
ら
な
い
と
約
束
し
ま
し
た
。」
と
締
め
く
く
っ
た
。

四
百
人
の
視
線
が
副
社
長
に
集
ま
っ
た
。
ギ
ル
ル
ー
ス
委
員
長
の
言
葉
で
救
わ
れ
、
彼
は
笑
み
を
浮
か
べ
、
う
な
ず
く
の
が
や
っ
と
だ

っ
た
。
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審
査
委
員
会
は
審
議
を
再
開
し
た
。
一
号
機
の
各
系
統
に
関
す
る
指
摘
事
項
の
処
置
が
決
ま
り
、
そ
れ
に
関
係
す
る
分
科
会
の
メ
ン
バ

ー
と
関
係
者
が
出
て
行
く
と
、
室
内
の
環
境
は
良
く
な
っ
て
き
た
。
人
は
減
り
、
ざ
わ
め
き
は
静
ま
り
、
温
度
は
下
が
っ
た
。
審
議
を
何

時
間
か
続
け
る
と
、
分
科
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
指
摘
事
項
の
処
置
が
ど
う
な
り
そ
う
か
見
通
し
が
つ
い
て
き
た
。
指
摘
側
と
対
応
側
は

「
法
廷
外
」
で
処
置
に
つ
い
て
個
別
に
調
整
し
始
め
た
。
議
事
の
進
行
は
速
ま
り
、
不
可
能
と
思
わ
れ
た
審
議
は
、
午
後
八
時
を
回
っ
た

と
こ
ろ
で
完
了
し
た
。

そ
し
て
大
事
な
瞬
間
が
訪
れ
た
。
ギ
ル
ル
ー
ス
委
員
長
が
、
納
入
前
完
成
審
査
委
員
会
は
、
指
摘
事
項
の
処
置
完
了
を
条
件
に
、
月
着

陸
船
一
号
機
の
正
式
な
領
収
と
ケ
ネ
デ
ィ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
へ
の
納
入
を
認
め
る
と
発
表
し
た
の
だ
（
納
入
ま
で
と
、
納
入
後
も
グ
ラ
マ
ン
社

は
一
号
機
に
つ
い
て
責
任
を
負
っ
て
い
る
が
）。
そ
の
日
の
私
の
記
録
ノ
ー
ト
は
、
指
摘
事
項
の
対
応
に
関
す
る
合
意
内
容
が
数
ペ
ー
ジ
続

い
た
後
、
大
き
な
字
の
「
引
渡
し
Ｏ
Ｋ
」
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る（
注
３
）。

グ
ラ
マ
ン
社
と
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
担
当
者
は
、
そ
の
晩
は
徹
夜
し
、
翌
日
も
働
い
て
、
引
渡
し
ま
で
に
必
要
な
処
置
事
項
を
完
了
し
、
検
査

記
録
と
引
渡
書
類
の
修
正
を
行
っ
た
。
最
後
に
サ
イ
ン
が
さ
れ
た
の
は
、
政
府
が
契
約
業
者
か
ら
製
品
を
受
領
し
、
所
有
権
を
引
取
っ
た

事
を
証
明
す
る
文
書
、
Ｄ
Ｄ
‐
２
５
０
だ
っ
た
。
ベ
ス
ペ
ー
ジ
工
場
に
お
け
る
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
代
表
者
の
ジ
ョ
ン
・
ヨ
ハ
ン
ソ
ン
が
サ
イ
ン

し
た
時
に
は
、
全
員
が
笑
顔
に
な
っ
た
。

午
後
、
月
着
陸
船
一
号
機
の
上
昇
段
と
降
下
段
は
、
別
々
に
特
製
の
輸
送
用
コ
ン
テ
ナ
ー
に
入
れ
ら
れ
、
ア
ポ
ロ
宇
宙
船
輸
送
用
に
ス

ト
ラ
ト
ク
ル
ー
ザ
ー
輸
送
機
を
改
造
し
た
機
体
の
、
巨
大
な
胴
体
内
に
積
み
込
ま
れ
た
。
誇
り
と
開
放
感
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
私
は
巨
大

な
機
体
が
ベ
ス
ペ
ー
ジ
飛
行
場
の
千
六
百
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路
の
ほ
と
ん
ど
を
使
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
離
陸
し
て
い
く
の
を
見
守
っ
た
。

月
着
陸
船
一
号
機
は
宇
宙
飛
行
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
だ
！

一
九
六
〇
年
に
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
人
間
を
月
に
着
陸
さ
せ
る
可
能
性
の
検
討
を
始
め
た
事
を
初
め
て
知
っ
て
以
来
、
我
々
は
長
い
道
を
辿

っ
て
き
た
。
こ
の
後
に
は
、
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
船
長
と
オ
ル
ド
リ
ン
飛
行
士
の
ア
ポ
ロ
11
号
に
よ
る
最
初
の
月
着
陸
に
先
立
っ
て
、
月

着
陸
船
一
号
機
の
無
人
飛
行
、
有
人
の
地
球
周
回
軌
道
飛
行
、
月
周
回
軌
道
飛
行
が
行
わ
れ
る
。
月
着
陸
船
一
号
機
を
納
入
し
て
も
、
組

立
、
試
験
現
場
で
は
何
機
か
の
月
着
陸
船
を
製
作
中
で
、
そ
の
中
に
は
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
船
長
が
乗
る
月
着
陸
船
イ
ー
グ
ル
と
な
る
五

号
機
も
あ
る
の
だ
。
グ
ラ
マ
ン
社
の
製
作
し
た
機
体
が
、
無
事
に
飛
行
を
行
え
る
よ
う
に
最
善
を
つ
く
す
こ
と
が
我
々
の
作
業
方
針
だ
っ

た
が
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
大
き
な
努
力
と
、
完
璧
を
期
す
た
め
の
厳
し
い
道
筋
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で

は
熱
意
を
込
め
て
、
全
身
全
霊
を
傾
け
て
作
業
し
て
き
た
。
そ
の
成
果
は
ま
だ
確
実
で
は
な
か
っ
た
が
、
南
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
い
る
一

号
機
は
一
つ
の
区
切
り
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
大
き
な
成
果
が
達
成
さ
れ
る
事
を
約
束
す
る
も
の
だ
っ
た
。
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